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外
務
省
に
お
け
る
ワ
イ
ン
の
保
管
並
び
に
使
用
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
六
五
〇
号
）
及
び
「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
九
九
号
）
を
踏

ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

外
務
省
の
約
七
千
本
、
宮
内
庁
の
約
七
千
本
、
内
閣
官
房
の
約
千
四
百
本
の
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
、
そ
の
用
途
、
使
用
さ
れ

る
人
物
並
び
に
外
務
省
に
お
い
て
約
七
千
本
も
の
大
量
の
ワ
イ
ン
を
保
管
し
て
い
る
理
由
等
に
つ
き
、
「
諸
外
国
の
要
人
の

接
遇
等
の
た
め
使
用
し
て
い
る
。
」
、
「
年
間
を
通
じ
て
の
諸
外
国
要
人
の
本
邦
訪
問
は
多
岐
に
わ
た
り
、
具
体
的
な
滞
在

日
程
等
が
来
日
直
前
ま
で
確
定
し
な
い
場
合
も
多
い
た
め
、
常
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
一
定
の
質
及
び
量
の
ワ
イ
ン
を
保
存

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
等
の
事
情
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
前
々
回
質
問
主

意
書
で
、
政
府
、
特
に
外
務
省
と
し
て
、
右
答
弁
に
あ
る
「
諸
外
国
の
要
人
」
、
「
諸
外
国
要
人
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
様

な
立
場
、
職
責
に
あ
る
人
物
を
指
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
「
先
の

答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
二
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
四
三
号
）
六
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
要
人
の
定
義

は
様
々
で
あ
る
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
前

回
質
問
主
意
書
で
、
「
諸
外
国
の
要
人
」
、
「
諸
外
国
要
人
」
の
定
義
が
様
々
で
あ
る
こ
と
は
当
方
も
既
に
承
知
し
て
い
る

一



が
、
右
の
定
義
に
、
諸
外
国
の
元
首
は
含
ま
れ
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
先
の
答
弁
書
（
平
成
二

十
一
年
七
月
三
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
九
九
号
）
一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
要
人
の
定
義
は
様
々
で

あ
る
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
当
方
が
問
う

て
い
る
の
は
、
右
答
弁
に
あ
る
様
に
、
様
々
な
具
体
的
事
例
が
あ
る
「
諸
外
国
の
要
人
」
、
「
諸
外
国
要
人
」
の
中
に
、
外

国
の
元
首
が
そ
の
一
例
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
「
諸
外
国
の
要
人
」
、
「
諸
外
国
要
人
」
の
中
に
、

外
国
の
元
首
が
そ
の
一
例
と
し
て
含
ま
れ
る
こ
と
は
あ
る
か
、
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

二

前
回
質
問
主
意
書
で
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
の
三
年
間
に
渡
る
、
年
間
を
通
じ
て
の
諸
外
国
の
元
首
に
よ
る
本

邦
訪
問
は
何
件
あ
っ
た
か
、
右
の
訪
問
の
際
に
、
外
務
省
の
ワ
イ
ン
は
何
本
使
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
相
手
国
元
首
の
国
籍
や

会
合
場
所
等
に
つ
い
て
は
一
切
問
わ
な
い
と
こ
ろ
、
本
邦
訪
問
に
お
け
る
ワ
イ
ン
の
使
用
本
数
に
つ
い
て
の
み
、
そ
れ
ぞ
れ

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
調
査
を
行
う
必
要
が
あ

る
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
の
「
詳
細
な
調
査
」
を
終
え
る
の
に
、

大
体
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
が
必
要
と
さ
れ
る
か
。

三

二
の
期
間
、
答
弁
の
延
期
に
応
じ
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
と
こ
ろ
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
の
三
年
間
に

二



渡
る
、
年
間
を
通
じ
て
の
諸
外
国
の
元
首
に
よ
る
本
邦
訪
問
の
件
数
並
び
に
、
右
の
訪
問
の
際
に
、
外
務
省
の
ワ
イ
ン
は
何

本
使
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
相
手
国
元
首
の
国
籍
や
会
合
場
所
等
に
つ
い
て
は
一
切
問
わ
な
い
と
こ
ろ
、
本
邦
訪
問
に
お
け
る

ワ
イ
ン
の
使
用
本
数
の
概
数
に
つ
き
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
再
度
求
め
る
。

四

前
回
質
問
主
意
書
で
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
の
三
年
間
に
お
い
て
、
外
務
省
の
ワ
イ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
何
本
使
わ

れ
た
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
平
成
十
八
年
に
消
費
し
た
本
数
は
約
千
本
、
平
成
十
九
年
に
消
費
し

た
本
数
は
約
千
本
、
平
成
二
十
年
に
消
費
し
た
本
数
は
約
千
百
本
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
過
去

の
答
弁
書
で
、
「
年
間
を
通
じ
て
の
諸
外
国
要
人
の
本
邦
訪
問
は
多
岐
に
わ
た
り
、
具
体
的
な
滞
在
日
程
等
が
来
日
直
前
ま

で
確
定
し
な
い
場
合
も
多
い
た
め
、
常
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
一
定
の
質
及
び
量
の
ワ
イ
ン
を
保
存
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
等
の
事
情
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
過
去
の
質
問
主
意
書
で
、
諸
外
国
要
人

の
本
邦
訪
問
に
対
応
す
る
態
勢
を
常
に
整
え
る
に
し
て
も
、
な
ぜ
約
七
千
本
も
の
大
量
の
ワ
イ
ン
を
常
備
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
の
か
、
七
千
本
と
い
う
数
字
の
根
拠
は
何
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
右
の
答
弁
が
た
だ
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
前
々
回
質
問
主
意
書
で
、
諸
外
国
要
人
の
我
が
国
へ
の
訪
問
に
備
え
る
に
し
て
も
、
な
ぜ
か
く
も
大
量
の
ワ
イ
ン
を
常

に
置
い
て
お
く
こ
と
が
必
要
な
の
か
、
そ
の
根
拠
を
再
度
問
う
た
が
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
も
「
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十

三



一
年
六
月
十
二
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
四
九
〇
号
）
七
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
」
と
、
ま
た
も
同
じ
答
弁
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
前
回
質
問
主
意
書
で
、
外
務
省
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
ワ
イ
ン
の
一
定
の
量
が
七
千
本
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
根
拠
と
は
一
体
何
で
あ
る
の
か
と
問
う
た
が
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
も
「
年
間
を
通
じ
て
の
諸
外
国
要
人
の
本

邦
訪
問
は
多
岐
に
わ
た
り
、
具
体
的
な
滞
在
日
程
等
が
来
日
直
前
ま
で
確
定
し
な
い
場
合
も
多
い
た
め
、
常
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
一
定
の
質
及
び
量
の
ワ
イ
ン
を
保
存
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
等
の
事
情
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
、
ま
た
も
や

同
じ
答
弁
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
同
省
は
累
次
に
わ
た
り
、
「
常
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
一
定
の
質
及
び
量
の
ワ
イ
ン
を

保
存
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
右
の
「
前
回
答
弁
書
」
の
答
弁
に
あ
る
様
に
、
過
去
三
年
間
に
お
け

る
年
ご
と
の
ワ
イ
ン
の
消
費
量
は
、
せ
い
ぜ
い
年
間
千
本
程
度
で
あ
る
。
右
の
数
字
は
、
同
省
が
常
に
約
七
千
本
も
の
ワ
イ

ン
を
保
管
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
根
拠
と
は
な
ら
な
い
と
思
料
す
る
が
、
同
省
と
し
て
、
せ
い
ぜ
い
一
年
間
に
千
本
程
度

の
ワ
イ
ン
し
か
消
費
し
な
い
一
方
で
、
常
に
約
七
千
本
も
の
ワ
イ
ン
を
保
管
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
理
由

は
何
か
、
明
確
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


